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計画の趣旨 法的位置づけ
本計画は子ども ･子育て支援新制度
を活用し、 子どもたちの育ちや
子育てを担う保護者の支援に
取り組んでいくとともに、
地域住民、 事業者、 関係団体、 行政
等がネットワークを構築して
全員参加型の子ども ･子育て支援
を目指していくものです。

本計画は、 子ども ･子育て支援法
第6 1条に基づく
市町村子ども ･子育て支援事業計画
という位置づけを有し、 同時に、
次世代育成支援対策推進法
第8条に基づく市町村行動計画
の位置づけも合わせて有しており、
平成 2 7 年度から 5 年間の計画です。

これまでの計画
桑名市次世代育成
支援前期行動計画
(平成 17 ~ 2 1年度)

桑名市次世代育成
支援後期行動計画
(平成2 2 ~ 2 6年度)



ヒアリング調査ズ調査
ニーズ調査の対象とならない方々や
定型的な調査で把握が難しい
個別のニーズがあること等を配慮し、
以下の方々を対象として
ヒアリング調査を行いました。

子育て家庭を対象としたアンケート
形式の調査を実施し、 特に、
就学前の子どものいるご家庭には、
全ての家庭を対象に- -ズ調査を
実施しました。
また、調査にあわせて市の施策の
周知を図りました。
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ワークショップ
ヒアリング調査と同時に、 広く市民
を対象としたワークショップや
父親を対象とした座談会を開催し、
幅広くご意見をいただきました。

父親を対象とした
座談会の様子
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桑名市子とも ･子育て会議について
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会議での審議
本計画案作成にあたっては、
子育て中の当事者をはじめ
さまざまな関係者から構成される
桑名市子ども ･子育て会議
において、 グループワークの手法も
導入しながら丁寧に審議を
行ってきました。

　　不戦
の様子

分科会の設置
桑名市子ども ･子育て会議に
子どもが主人公分科会、
育てる側を育てる ･支援する分科会、
地域の子育て力を育てる分科会
の 3つの分科会が設置され、
各分科会で報告 ･提言をまとめ、
計画作成につなげていきました。



各分科会ての審議について

{ それぞれの視点をもとに課題やその解決{こ向けた方策を検討。 j
子どもが主人公分科会
【分科会での検討の視点】
･桑名で生まれて育ってよかった
.桑名で育ちたい
･子どもが育ち合えること など

育てる側を育てる e

支援する分科会
【分科会での検討の視点】
･子育てを楽しむことができる
･桑名で子育てしてよかった
･自己肯定感や安心感 など

地域の子育て力を
育てる分科会
【分科会での検討の視点】
･みんなで育ち合う桑名
･地域の子育て力の向上
･子育てに対する機運の醸成 など



課題の抽出 計画の骨子 分科会での審議
それぞれのテーマの中で
課題やその解決に向けた
方策を検討し、 報告 ･
提言をとりまとめ。

市民の二-ズ把握等
をもとに会議の
グループワークによ
り課題を抽出。

抽出された課題をもとに
計画の骨子 (柱立て) を
会議のグループワークで
検討し、 とりまとめ。

計画案作成
分科会の報告 ･提言、
施設等の需要と供給
体制等を踏まえて
計画案を作成。

ニーズ調査結果をもとに幼稚園、保育所等の需要量を算出。
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計画案の全体像について'‐
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〇優先的に取り組む施策を ｢重点施策｣ として位置づけ。
○基本理念 ･基本目標の実現に向けて、 課題に対する施策を記載。

:: ′

○計画の推進体制、 計画の管理体制。′

.
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○教育 ･保育、 地域子ども ･子育て支援
事業の需給に関する計画などを記載。

○教育 .保育、 地域子ども ･子育て支援 ○計画の推進体制、 計画の管理体制。
事業の需給に関する計画などを記載。
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民生委員 ･児童委員等による家庭支援
赤ちゃん訪問は生後 4 か月までを対象にしていますが、 さらに、 生後 6 か月
から 1 8 か月の時期のご家庭を民生委員 ･児童委員、 主任児童委員が訪問し、
地域の情報の提供や育児不安の軽減に努めます。

｢親支援プログラム｣ 講座
新たに ｢親支援プログラム｣ 講座を企画し、 一定期間、 継続的に学ぶ機会を
確保するとともに、 この講座の進行役を務めるフアシリテーターの養成講座も
あわせて開催し、 市民の子育て力の向上につなげていきます。
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計画をもとに新たに取り組む事業 2)
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地域子ども育て合い懇話会 (仮称)
コ一丁イネーターを中心に、子育て支援施設 ･団体や地域の関係者等が
参画した懇話会を開催し、 地域課題の情報収集や関係者の連絡調整を行い、
地域ぐるみの子育て支援推進の環境づくりに努めていきます。

利用者支援事業
子育て家庭がニーズに合わせて、幼稚園 ･保育所などの施設や地域の子育て支
援事業などから必要な支援を選択して利用できるように、 子育て支援センター
等で情報の提供や相談 ･援助などを実施していきます。

8



計画をもとにさらに推進する事業の例り
き総て起き翼なき起き滋養箋きく遊嘉さ

児童虐待防止の推進
平成 2 5年 7月に ｢子どもの笑顔を守るまち くわな
~ 子どもを虐待から守る都市宣言~ ｣ をテいました。 “朧三

　 　 　 　今後さらに児童虐待防止のネットワークの構築や
相談支援体制の整備を図り、 児童虐待防止を推進します。 オレンジリボン

子育てサロン事業の推進
地域の主任児童委員、 健康推進員、
子育て応援ボランテイア等と連携しながら、
地域の公民館等で遊びの紹介や情報提供等を
行う活動を推進していきます。
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き室町,興･麩舷,無極嚢豊無異義義,菫藁講,離叛熱さ,,,
群とも ･子育て市民情報部会 翁鱗錦 絢

　　 　　　　　

必要としている人に確実に届くような情報提供の在り方や
市民や子育て支援に携わっている方々が参画し、 鞭凄飜繊讓透総　　　　　　　　　

　　　　　　　
　　　　　　　　

『くわな子育てガイドブック｣ ｢おでかけ情報ミニ冊子｣
の作成に向けた検討を行っていきます。

くわな子育てガイドブック

中高生と乳幼児との交流事業
｢わくわく子育て体験 (中学生対象) ｣
｢わくわくコミュニケーション (高校生対象) ｣

での乳幼児とのふれあいを通じ、 生命の大切さ ･
親子のきずな ･子育てすることの楽しさを
実感できる体験をさらに推進します。
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計画をもとに施設 ･事業の体制整備

施設や事業の需給計画
･子ども ･子育て支援法に基づいて、 計画期間 5 年間の施設や事業の
利用見込み < = 需要 > とこれに対する粥糾I1軒ー< = 供給> を記載しました。

。具体的には、 市民のニーズ調査結果や子どもの数の推計をもとに
国の手引き ･ワークシートに従って、 幼稚園や保育所、 子育て支援事業の
利用見込み数を算出し、 これに対する提供体制 (利用定員数など) を
計画に記載しました。

地域子とも ･子育て支階事業



全員参加型による推進
子どもたちが桑名に生まれたことに喜びと誇りを感じるとともに、
全ての保護者が安心して子どもを生み育てられる環境を整えるには、
地域住民やボランテイアによるさまざまな支援が必要であり、
市民一人ひとりがこの計画の推進役となる必要があります。
そこで、 計 I

･
I

I .
J
I I にあたっては、 市民へG I. l1ll髻図りながら協力を求め、

全員参加型による施策のI市 中･Ilil-します。

計画の進行管理
計画の実効性を高め、 目標を達成していくためには、 計画の進捗状況を
把握し、 評価することが重要になります。
そこで、 桑名市子ども ･子育て会議において、本計画に基づいて行われる
事業や取り組みが、目標どおりの成果を上げているかどうかを評価し、
その結果を反映させることで、 より実効性のある計画としていきます。


